
本研究は農林水産省による戦略的プロジェクト研究推進事業「成長に優れた苗木を活用した施業モデルの開発」(18064868)による支援を受けた。また、一部を長野県山林種苗共
同組合技術協力課題（H27年～）として実施した。 問い合わせ先：長野県林業総合センター 育林部 二本松裕太 Mail:nihonmatsu-yuta-r@pref.nagano.lg.jp

１年生カラマツコンテナ苗の植栽後の成長

目的：播種当年で出荷規格を満たし、植栽後の成長も良い苗の生産方法を開発

課題：従来より育苗期間の短い１年生苗の植栽後の成長性が不明
試験的に活用しているグルタチオン施用の効果の検証が必要

【植栽条件】
場 所：長野県塩尻市（個人有林・西向き）
苗種類※1：育苗時W2 vs 育苗時HN vs 従来２年生苗
施 肥※2：なし vs Ｒ１

（2020/5/13植栽・2020/11/20調査）

植栽試験①

【植栽条件】
場 所：長野県塩尻市（センター構内・西向き）
苗種類※1：育苗時W2 vs 育苗時HN

施 肥※2：なし vs Ｒ１ vs Ｗ２
（2020/5/8植栽・2020/11/6調査）

植栽試験②

◎１年生苗の成長性・・・ｸﾞﾙﾀﾁｵﾝの有無にかかわらず、１年生苗の成長は従来方法で生産した
２年生苗と遜色なし。

◎ｸﾞﾙﾀﾁｵﾝ施用効果・・・育苗時W2施用による成長性の向上は１年目では確認できないが、植栽
直前のW2施用により伸長成長が良くなる傾向。

※先枯等の異常個体は解析から除外
検定はTukey-Kramer の多重比較検定による。

経費・労力
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Ｒ１粒剤１６ｇ
（植穴に肥料投入）

W2粉末:250倍希釈 コンテナごと
１分程度浸潤
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（ただし、試験地①では９割超がハバチの食害を受け、全体的に②より成長×）

苗
高
(c
m
)

正
常

個
体

割
合 根

元
径
(m

m
)

形
状

比

←植栽時施肥→

←育苗時施肥→

※２ Ｒ１：酸化型ｸﾞﾙﾀﾁｵﾝ配合肥料ｶﾈｶﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞR1（粒剤）を植穴に16g直接投入 、 W２：前日に250倍希釈溶液に１分程度浸漬

※１ W２：酸化型ｸﾞﾙﾀﾁｵﾝ配合肥料ｶﾈｶﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞW2 、 HN：ハイポネックス （N同量で希釈）
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初期根元径 根本径成長量

初期形状比 １期後形状比※棒グラフ内数字：正常個体／植栽本数
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植栽１年目の結果

植栽１年目のまとめ

植栽試験①

植栽試験②

植栽後の成長への効果は確認できず

★育苗時W2施肥の効果

１年生苗と従来２年生苗では、ほぼ差なし

★従来苗との比較

植栽後の伸長成長を促した可能性あり（赤枠）

★植栽時W2施肥の効果

※初期苗高に有意差無し
→ １期後苗高 「植栽時W2＞施肥なし」（p < 0.05）

★植栽時R1施肥の効果

植栽後の成長への効果は確認できず

植栽試験の内容


